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があること，および径比K ミ 3 の厚肉鋼管は三段階の過程を経て破壊することを示している。
第 4 章では15-15N による高温での短時間内圧破壊試験結果から，厚肉鋼管は常温よりも複雑な破
壊機構により破裂するため，従来の理論的な強度計算式は有用ではなくなることを示し，高温におけ
る破壊圧力に対する Faupel 型の経験的整理式を提案している。





第 6 章ではボイラ用超合金鋼 (15-15N 台よびAN31) の単軸引張クリープおよび同材質から成る厚
肉鋼管の内圧クリープ破断試験を行い，内圧クリープ破断強度を安全側に見積るにはBarlow の式に
よらねばならないこと， vおよび大変形を考慮した Rimrott の理論により定性的には厚肉鋼管の変形挙
動を推定できるが，破断寿命の計算値は実験値とよい一致を示さないことを明らかにしている。
第 7 章は結論で，以上の研究結果をまとめている。















値と一致するので，高温を含める場合に対し Faupel 型の経験式で実験値を整理し， 実用の便をは
かっている。
以上のように，本論文は工業的に重要でト力学的にも興味のある厚肉鋼管の内圧破壊に関し，多くの
重要な知見を得ており，工学上寄与するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認める。
-417-
